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東御市地域防災計画の見直しについて

１ 令和５年度東御市地域防災計画の修正概要について

本年度の東御市地域防災計画の見直しは、以下の項目について修正を行います。

（１） 長野県地域防災計画の修正に伴う修正

（２） 東御市独自の修正

（３） 委員等から提出された修正

※災害対策基本法では、「地域防災計画は、毎年検討を加え、必要があると認めるときは、これを

修正しなければならない」と規定されており、必要に応じ見直しを行います。

２ 令和５年度の市地域防災計画の主な修正項目

（１）長野県地域防災計画の修正に伴う修正

① 令和３年度に発生した災害を踏まえた修正

○ 適切な避難行動の促進や災害文化の伝承

学校における消防団員等が参画した防災教育の推進、国土地理院と連携した自然災害伝承碑の

後世への伝承について記載

（震災対策編 第 2章第 32節 新旧対照表Ｐ5～6、 風水害対策編 第 2章第 32節 新旧対照表Ｐ25～26 ）

○ 盛土による災害の防止に向けた対応

危険が確認された盛土に対する速やかな是正指導について記載

（風水害対策編 第 2章第 1節ほか 新旧対照表Ｐ20 ）

② その他～関連する法令の改正や最近の施策の進展等を踏まえた修正～

○ 避難所における再生可能エネルギーの活用（震災対策編 第 2章第 10 節 新旧対照表Ｐ4～5、風水害

対策編 第 2章第 11 節 新旧対照表Ｐ24 ）、食物アレルギーへの配慮（風水害対策編 第 3章第 14 節ほ

か 新旧対照表Ｐ49 ）

○ 各機関が実施する災害対応を時系列で整理した防災行動計画（タイムライン）の作成

（震災対策編 第 2章第 1節 新旧対照表Ｐ2 、風水害対策編 第 2章第 11 節 新旧対照表Ｐ21、火山災害対

策編 第 2章第 1節 Ｐ57 ）

（２）東御市独自の修正

① 避難行動要支援者対象者の要件修正

（震災対策編 第 2章第 7節 新旧対照表Ｐ4 、風水害対策編 第 2章第 7節 新旧対照表Ｐ23 ）

② 令和５年４月１日付け組織改正に伴う災害対策本部構成及び事務分掌の修正

（震災対策編 第 3章第 2節 新旧対照表Ｐ10 ）

③ 資料編 東御市避難支援プランの修正（資料編 資料５ 新旧対照表Ｐ62～68 ）

土砂災害・浸水のおそれのある区域に立地している要配慮者利用施設（資料編 資料 52・

53 新旧対照表Ｐ69～71 ）

（３）委員等から提出された追加修正

別紙のとおり

資料１
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新 旧 修正理由・備考

第２章 第12節 食料品等の備蓄・調達計画

第３ 計画の内容

１ 食料品等の備蓄・調達体制の整備

(2) 実施計画

ア 市の実施計画（総務課）

（ア）第３次長野県地震被害想定調査の結果や、外部からの支援が届く時期の想定、

市ごとの地域の実状等を勘案し、食料を持ち出しできない被災者等へ供給するた

め、調理を要しないか、又は調理が容易な食品を中心に非常用食料（現物備蓄）

の必要量を備蓄するとともに、必要に応じて更新する。

市は地震被害想定の避難者数（約 1,260 人）の３日分程度を目安とし、諸々の

条件等を考慮してアルファ米、乾パン、缶詰、レトルト食品等の調理を要しな

い、又は調理が容易な食品を中心に非常用食料の備蓄を行い、在庫状況を定期的

に把握しておく。

第２章 第12節 食料品等の備蓄・調達計画

第３ 計画の内容

１ 食料品等の備蓄・調達体制の整備

(2) 実施計画

ア 市の実施計画（総務課）

（ア）第３次長野県地震被害想定調査の結果や、外部からの支援が届く時期の想定、

市ごとの地域の実状等を勘案し、食料を持ち出しできない被災者等へ供給するた

め、調理を要しないか、又は調理が容易な食品を中心に非常用食料（現物備蓄）

の必要量を備蓄するとともに、必要に応じて更新する。

市は人口の５％（約 1,500 人）2食分程度を目安とし、諸々の条件等を考慮し

て乾パン、缶詰、レトルト食品、カップ麺等の調理を要しない、又は調理が容易

な食品を中心に非常用食料の備蓄を行い、在庫状況を定期的に把握しておく。

非常用食料数等の変更

別
紙
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新 旧 修正理由・備考

第１章 第５節 東御市の概要

第 1 自然的条件

４ 気象

東御市の気候は、気温は平均摂氏 11 度（午前 9時）で内陸性気候の特色である昼夜

の気温の高低、夏冬の気温の較差が大きく、降水量は寡雨乾燥性であり、年平均降水量

がおよそ 1,000ｍｍで県下では最寡雨地帯である。しかし、降雨は特に梅雨期と台風期

に多く水害が発生している反面干ばつが多いのも特徴であり冬季の降雨等は少ない。

第２章 第13節 食料品等の備蓄・調達計画

第３ 計画の内容

１ 食料品等の備蓄・調達体制の整備

(2) 実施計画

ア 市の実施計画（総務課）

（ア）平成 25・26 年度に実施した地震被害想定の結果や、外部からの支援が届く時

期の想定、市ごとの地域の実状等を勘案し、食料を持ち出しできない被災者等へ

供給するため、調理を要しないか、又は調理が容易で食器具等が付属した食料品

を中心に非常用食料（現物備蓄）の必要量を備蓄するとともに、必要に応じて更

新する。

市は地震被害想定の避難者数（約 1,260 人）の３日分程度を目安とし、諸々の

条件等を考慮してアルファ米、乾パン、缶詰、レトルト食品等の調理を要しな

い、又は調理が容易な食品を中心に非常用食料の備蓄を行い、在庫状況を定期的

に把握しておく。

第１章 第５節 東御市の概要

第 1 自然的条件

４ 気象

東御市の気候は、気温は平均摂氏 11 度（午前 9時）で内陸性気候の特色である昼夜

の気温の高低、夏冬の気温の較差が大きく、降水量は寡雨乾燥性であり、年平均降水量

が 800ｍｍ～1,000ｍｍで県下では最寡雨地帯である。しかし、降雨は特に梅雨期と台風

期に多く水害が発生している反面干ばつが多いのも特徴であり冬季の降雨等は少ない。

第２章 第13節 食料品等の備蓄・調達計画

第３ 計画の内容

１ 食料品等の備蓄・調達体制の整備

(2) 実施計画

ア 市の実施計画（総務課）

（ア）平成 25・26 年度に実施した地震被害想定の結果や、外部からの支援が届く時

期の想定、市ごとの地域の実状等を勘案し、食料を持ち出しできない被災者等へ

供給するため、調理を要しないか、又は調理が容易で食器具等が付属した食料品

を中心に非常用食料（現物備蓄）の必要量を備蓄するとともに、必要に応じて更

新する。

市は人口の５％（約 1,500 人）2食分程度を目安とし、諸々の条件等を考慮し

て乾パン、缶詰、レトルト食品、カップ麺等の調理を要しない、又は調理が容易

な食品を中心に非常用食料の備蓄を行い、在庫状況を定期的に把握しておく。

アメダス東御の年間降

水量の平均値にあって

は 1,013.2ｍｍのため

非常用食料数等の変更
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第３章 第１節 災害直前活動

第３ 活動の内容

２ 住民の避難誘導対策

(2) 実施計画

ア 市の実施対策（全部等）

（ア）市は、風水害の発生のおそれがある場合には防災気象情報等を十分把握すると

ともに河川管理者、水防団等と連携を図りながら防災気象情報等に十分注意し、

重要水防区域や土砂災害警戒区域等の警戒活動を行い、危険がある場合又は危険

が予想される場合は、住民に対して避難指示等を発令するとともに、適切な避難

誘導活動を実施する。特に、台風による大雨発生など事前に予測が可能な場合に

おいては、大雨発生が予測されてから災害のおそれがなくなるまで、住民に対し

て分かりやすく適切に状況を伝達することに努める。

４ 警報等の種類及び発表基準

１ 気象業務法に基づく特別警報・警報・注意報

特別警報・警報・注意報の概要

特別警報・警報・注意報の種類と概要（長野地方気象台が発表するもの）

３ 消防法に基づくもの

(1) 火災気象通報

消防法第２２条の規定により、気象状況が火災の予防上危険と認められるときに長

野地方気象台長が長野県知事に対して行う通報をいう。

第３章 第１節 災害直前活動

第３ 活動の内容

２ 住民の避難誘導対策

(2) 実施計画

ア 市の実施対策（全部等）

（ア）市は、風水害の発生のおそれがある場合には防災気象情報等を十分把握すると

ともに河川管理者、水防団等と連携を図りながら気象情報等に十分注意し、重要

水防区域や土砂災害警戒区域等の警戒活動を行い、危険がある場合又は危険が予

想される場合は、住民に対して避難指示等を発令するとともに、適切な避難誘導

活動を実施する。特に、台風による大雨発生など事前に予測が可能な場合におい

ては、大雨発生が予測されてから災害のおそれがなくなるまで、住民に対して分

かりやすく適切に状況を伝達することに努める。

４ 警報等の種類及び発表基準

１ 気象業務法に基づく特別警報・警報・注意報

特別警報・警報・注意報の概要

特別警報・警報・注意報の種類と概要（長野地方気象台が発表するもの）

３ 消防法に基づくもの

(1) 火災気象通報

消防法第２２条の規定により、気象状況が火災の予防上危険であるときに長野地方

気象台長が長野県知事に対して行う通報をいう。

文言の修正

文言の修正

文言の削除

文言の修正

種 類 概 要

特別警報
大雨、大雪、暴風、暴風雪が特に異常であるため重大な災害が発生す

るおそれが著しく大きいときに、その旨を警告して行う予報

警報
大雨、洪水、大雪、暴風、暴風雪により、重大な災害が発生するおそ

れがあるときに、その旨を警告して行う予報

注意報
大雨、洪水、大雪、強風、風雪等により、災害が発生するおそれがあ

るときに、その旨を注意して行う予報

特別警報・警報・注意報の種類 概 要

注意報 融雪注意報

融雪により災害が発生するおそれがあると予想されたと

きに発表される。具体的には、浸水害、土砂災害等の災害

が発生するおそれがあるときに発表される。

種 類 概 要

特別警報
大雨、大雪、暴風、暴風雪が特に異常であるため重大な災害が発生す

るおそれが著しく大きいときに、その旨を警告して行う予報

警報
大雨、洪水、大雪、暴風、暴風雪等により、重大な災害が発生するお

それがあるときに、その旨を警告して行う予報

注意報
大雨、洪水、大雪、強風、風雪等により、災害が発生するおそれがあ

るときに、その旨を注意して行う予報

特別警報・警報・注意報の種類 概 要

注意報 融雪注意報

融雪により災害が発生するおそれがあると予想されたと

きに発表される。具体的には、洪水、浸水害、土砂災害等

の災害が発生するおそれがあるときに発表される。
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警報等伝達系統図

１ 注意報・警報および情報

勤務時間内における伝達系統図

大雨注意報、大雨警報、洪水注意報、洪水警報、土砂災害警戒情報、風雪注意報、大雪注意

報、暴風雪警報、大雪警報、霜注意報、低温注意報、暴風警報、記録的短時間大雨情報、竜巻

注意情報

勤務時間外における伝達系統図

大雨特別警報、大雪特別警報、暴風雪特別警報、暴風特別警報、大雨注意報、大雨警報、洪

水注意報、洪水警報、土砂災害警戒情報、風雪注意報、大雪注意報、暴風雪警報、大雪警報、

霜注意報、低温注意報、暴風警報、記録的短時間大雨情報、竜巻注意情報

警報等伝達系統図

１ 注意報・警報および情報

勤務時間内における伝達系統図

大雨注意報、大雨警報、洪水注意報、洪水警報、土砂災害警戒情報、風雪注意報、大雪注意

報、暴風雪警報、大雪警報、霜注意報、低温注意報、暴風警報、記録的短時間大雨情報、竜巻

注意情報

勤務時間外における伝達系統図

大雨特別警報、大雪特別警報、暴風雪特別警報、暴風特別警報、大雨注意報、大雨警報、洪

水注意報、洪水警報、土砂災害警戒情報、風雪注意報、大雪注意報、暴風雪警報、大雪警報、

霜注意報、低温注意報、暴風警報、記録的短時間大雨情報、竜巻注意情報

名称の修正

名称の修正

広報車・㈱エフエムとうみ・メール配信とうみ等

長野気象台

県危機管理部 ＮＴＴ等 各報道機関

消防署 総務部 市長

消防団長

各 分 団

各部等

広報車 市 民

広報車・㈱エフエムとうみ・メール配信とうみ等

長野地方気象台

県危機管理部 ＮＴＴ等 各報道機関

消防署 総務部 市長

消防団長

各 分 団

各部等

広報車 市 民

広報車・㈱エフエムとうみ・メール配信とうみ等

長野気象台

県危機管理部 ＮＴＴ等 各報道機関

消防署 総務部
市長

消防団長

各 分 団

災害当番職員 各部等

広報車 市 民

広報車・㈱エフエムとうみ・メール配信とうみ等

長野地方気象台

県危機管理部 ＮＴＴ等 各報道機関

消防署 総務部
市長

消防団長

各 分 団

災害当番職員 各部等

広報車 市 民
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第３章 第３節 非常参集職員の活動

第３ 活動の内容

１ 市の実施対策（全部等）

(4) 災害警戒本部の活動

エ 災害警戒本部の活動要領

災害警戒本部は、市役所本館内に置き、防災気象情報等、河川情報、各部課が収

集する現地の状況、活動状況等の情報を取りまとめ、本部長に報告する。

災害警戒本部が設置された場合、各部課の事務分掌は、「東御市災害対策本部・分

掌事務」に定めるところによる。

第３章 第３節 非常参集職員の活動

第３ 活動の内容

１ 市の実施対策（全部等）

(4) 災害警戒本部の活動

エ 災害警戒本部の活動要領

災害警戒本部は、市役所本館内に置き、気象情報、河川情報、各部課が収集する

現地の状況、活動状況等の情報を取りまとめ、本部長に報告する。

災害警戒本部が設置された場合、各部課の事務分掌は、「東御市災害対策本部・分

掌事務」に定めるところによる。

文言の修正
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新 旧 修正理由・備考

資料 １９

気象観測所及び雨量観測所（気象台関係）

１ 地域観測所

資料４７

備蓄物資の現況 令和 5年 10月 1日

資料５５

噴火警報、噴火予報

資料 １９

気象観測所及び雨量観測所（気象台関係）

１ 地域気象、地域雨量観測所

資料４７

備蓄物資の現況 令和 4年 3月 1日

資料５５

噴火警報、噴火予報

名称、表の修正等

表の修正

表の修正

観測所 設置機器 所在地 観測開始 種 別

東御市 雨量計 新張 716番地 昭和 53年 12月 1日 地域気象

同上 気温計 同上 同上 同上

同上 風向風速計 同上 同上 同上

品目 数量 規格等 品目 数量 規格等

ｱﾙﾌｧ米 4,400食 100g おかゆ 1,600食 100g

みそ汁・スープ 1,100食 パン 1,200食 100g

飲料水 3,600本 500ml 缶入クラッカー 400缶

乾パン 312缶 100g 粉ミルク 400回分 0～1歳児用

予報及び

警報の名称
略称 発 表 基 準 等 レベル キーワード

噴火警報

（居住地

域）

噴火警報

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生、あ

るいは切迫している状態と予想される場合
レベル 5 避難

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生する

可能性が高まってきていると予想される場合
レベル 4 高齢者等避難

噴火警報

(火口周辺)
火口周辺警報

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす（この

範囲に入った場合には生命に危険が及ぶ）噴火

が発生、あるいは発生すると予想される場合

レベル 3 入山規制

火口周辺に影響を及ぼす（この範囲に入った場

合には生命に危険が及ぶ）噴火が発生、あるい

は発生すると予想される場合

レベル 2 火口周辺規制

噴火予報 ―

火山活動は静穏な状態。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴

出等が見られる（この範囲に入った場合には生

レベル 1
活火山である

ことに留意

観測所 水 系 所在地 観測開始 種 別

東御市 信濃川 新張 716番地 昭和 53年 12月 1日 地域気象

品目 数量 規格等 品目 数量 規格等

缶詰ごはん 2,040缶 375g ライス(水不要) 160食 100ｇ

ｱﾙﾌｧｰ米 2,450食 100g けんちん汁 54缶 1缶 15食分

おかゆ 1,350食 230g サバイバルパン 840個 100g

【その他】

ｸﾗｯｶｰ 200缶、ｶﾝﾊﾟﾝ 168缶、 飲料水 456本（2ℓ）

キューブミルク（0ヶ月～1歳）12箱（27ｇ×16袋）／ 箱

（1歳～3歳）12箱、（28ｇ×16袋）／ 箱

予報及び

警報の名称
略称 発 表 基 準 等 レベル 警戒事項等

噴火警報 噴火警報

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が切迫して

いる状態予想される場合
レベル 5 避難

居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生する

可能性が高まってきていると予想される場合
レベル 4 避難準備

噴火警報

(火口周辺)
火口周辺警報

居住地域の近くまで重大な影響を及ぼす噴火が

発生すると予想される場合
レベル 3 入山規制

火口周辺に影響を及ぼす噴火が発生すると予想

される場合
レベル 2 火口周辺規制

噴火予報 ―

火山活動は静穏な状態。

火山活動の状態によって、火口内で火山灰の噴

出等が見られる（噴火警報解除時）

レベル 1 平常
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浅間山の噴火警戒レベル 浅間山の噴火警戒レベル

表の修正

命に危険が及ぶ）

予

報

警

報

対

象

範

囲

レ ベ

ル（キ

ー ワ

ード）

火山活動の状

況

住民等の行動

及び登山者・

入山者等への

対応（※）

相定される現象等

噴
火
警
報

居
住
地
域
及
ぶ
そ
れ
よ
り
も
火
口
側

４
（
高
齢
者
等
避
難
）

居住地域に

重大な被害

を及ぼす噴

火が発生す

ると予想さ

れる（可能性

が高まって

いる）。

警戒が必要

な居住地域

での高齢者等

の要配慮者の

避難、住民の

避難の準備等

が必要。

（略）

火
口
周
辺
警
報
噴
火
予
報

噴
火
予
報

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で
の
広
い
範
囲
の
火
口
周
辺

３
（
入
山
規
制
）

居住地域の近

くまで重大な

影響を及ぼす

（この範囲に

入った場合に

は生命に危険

が及ぶ）噴火

が発性、ある

いは発生する

と 予 想 さ れ

る。

住民は通常の

生活。状況に

応じて高齢者

等の要配慮者

の避難の準備

等。

登山禁止・入

山規制等危険

な地域への立

入規制等。

（略）

火
口
内
等

１
（
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
）

火山活動は静

穏。火山活動

の状態によっ

て、火口内で

火山灰の噴出

等が見られる

（この範囲に

入った場合に

は生命に危険

が及ぶ）。

状況に応じて

火口内への立

入規制等。

（略）

予

報

警

報

対

象

範

囲

レ ベ

ル（キ

ー ワ

ード）

火山活動の状

況

住民等の行動

及び登山者・

入山者等への

対応（※）

相定される現象等

噴
火
警
報

居
住
地
域
及
ぶ
そ
れ
よ
り
も
火
口
側

４
（
避
難
準
備
）

居住地域に

重大な被害

を及ぼす噴

火が発生す

ると予想さ

れる（可能性

が高まって

いる）。

警戒が必要

な居住地域

での避難準

備、災害時要

援護者の避

難等が必要。

（略）

火
口
周
辺
警
報
噴
火
予
報

噴
火
予
報

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で
の
広
い
範
囲
の
火
口
周
辺

３
（
入
山
規
制
）

居住地域の近

くまで重大な

影響を及ぼす

（この範囲に

入った場合に

は生命に危険

が及ぶ）噴火

が発性、ある

いは発生する

と 予 想 さ れ

る。

住民は通常の

生活。状況に

応じて災害時

要援護者の避

難準備。

登山禁止・入

山規制等危険

な地域への立

入規制等。

（略）

火
口
内
等

１
（
平
常
）

火山活動は静

穏。火山活動

の状態によっ

て、火口内で

火山灰の噴出

等が見られる

（この範囲に

入った場合に

は生命に危険

が及ぶ）。

状況に応じて

火口内への立

入規制等。

（略）
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（削除）

（削除）

古い図を削除

古く、不要であるため

削除


